
 

新旧対照表 
○委託業務等成績評定要領 

新 旧 

（目的） 

第１ この要領は、愛媛県農林水産部、土木部及び総務部（営繕工事に伴うも

のに限る。）の所掌する委託業務等の成績評定（以下「評定」という。）に

必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図り、もって建設コンサ

ルント等並びに技術者の適正な選定及び指導育成に資することを目的と

する。 

 

（評定の対象） 

第２ この要領において評定の対象となる委託業務等（以下「委託業務等」と

いう。）は、次の各号に掲げる業務とする。 

(1) 地質・土質調査業務共通仕様書（案）に定める地質・土質調査業務及び

別に定める基準により定められる単純調査業務（以下「単純調査業務」

という。） 

(2) 測量業務共通仕様書（案)に定める測量業務 

(3) 用地調査等共通仕様書（案）に定める用地調査等業務 

(4) 工損調査業務共通仕様書（案）に定める工損調査等業務 

(5) 設計業務等共通仕様書（案)に定める調査業務及び計画業務 

(6) 設計業務等共通仕様書（案）に定める設計業務 

(7) その他発注機関の長が必要であると認める業務 

２ 評定は、委託業務等の目的により、次の各号に掲げる業務に分類して行う。 

(1) 測量業務 

(2) 地質調査業務 

(3) 単純調査業務 

(4) 調査業務及び計画業務 

(5) 設計業務（概略設計及び予備設計） 

(6) 設計業務（詳細設計） 

３ 評定は、原則として１件の当初請負代金額が500万円以上の委託業務等に

ついて行うものとする。 

 

 

（目的） 

第１ この要領は、愛媛県農林水産部及び土木部の所掌する委託業務等の成績

評定（以下「評定」という。）に必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定

の実施を図り、もって建設コンサルント等並びに技術者の適正な選定及び

指導育成に資することを目的とする。 

 

 

（評定の対象） 

第２ この要領において評定の対象となる委託業務等（以下「委託業務等」と

いう。）は、次の各号に掲げる業務とする。 

(1) 地質・土質調査業務共通仕様書（案）に定める地質・土質調査業務及び

別に定める基準により定められる単純調査業務（以下「単純調査業務」

という。） 

(2) 測量業務共通仕様書（案)に定める測量業務 

(3) 用地調査等共通仕様書（案）に定める用地調査等業務 

(4) 工損調査業務共通仕様書（案）に定める工損調査等業務 

(5) 設計業務等共通仕様書（案)に定める調査業務及び計画業務 

(6) 設計業務等共通仕様書（案）に定める設計業務 

(7) その他発注機関の長が必要であると認める業務 

２ 評定は、委託業務等の目的により、次の各号に掲げる業務に分類して行う。 

(1) 地質・土質調査業務、単純調査業務、測量業務、用地調査等業務及び工

損調査等業務 

(2) 調査業務及び計画業務 

(3) 設計業務 

３ 評定は、原則として１件の当初請負代金額が500万円以上の委託業務等に

ついて行うものとする。 



新 旧 

（評定結果の通知） 

第７ 出納局長は、評定者から評定表の提出があったときは、委託業務等成績

評定通知書（別記様式第２）を作成し、発注機関を経由して当該業務の受

注者に評定点を速やかに通知するものとする。 

 

附則 

この要領は、令和７年４月１日以降に完了検査を実施する委託業務等に適用

する。 

（評定結果の通知） 

第７ 出納局長は、評定者から評定表の提出があったときは、業務成績評定通

知書（別記様式第２）を作成し、発注機関を経由して当該業務の受注者に

評定点を速やかに通知するものとする。 
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